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Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．
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表紙説明「プリトヴィツェ湖群国立公園」

プリトヴィツェ湖群国立公園は，クロアチアの首都ザグレブから南へ約 110km，ボス
ニア・ヘルツェゴビナとの国境近くに広がるヨーロッパ屈指の自然公園で 1979年に世
界自然遺産に登録された．標高 639～ 150mで階段状に連なる大小 16の湖と，それら
を結ぶ 92の滝．石灰華（石灰質堆積物）の働きでできた自然のダムが川の流れをせき
止め，この特徴的な景観をつくり出した．湖水の色はミネラルや有機物の量，日照角度

により，時にエメラルドグリーン，時にコバルトブルーと絶え間なく変化する．非常に

透明度が高く，群れをなして泳ぐ魚が確認できる．一帯はブナやモミの原生林に覆われ，

野生のクマやオオカミ，希少な鳥類が多く生息．これらの環境に配慮して，遊覧船やバ

スなど園内の移動手段はすべて電動によるエコ仕様となっている．

環境への負荷を極力少なくする技術開発は，この自然の造形美を永遠に守ることにつ

ながる．

このたび，初めて編集委員を担当いたしまし
た．ですから今回が，私にとっての記念すべき第
一号となります．編集作業を通じ，ジェイテクト
にはどのような優れた技術があるのか，どのよう
な良い製品があるのか，いろいろ知る良いチャン
スとなりました．
またこれからの時代，グローバルでの競争がま
すます激しくなっていきます．その中でジェイテ
クトが生き残っていくためには，他に負けない独
自の技術を構築していくことが責務です．よりよ
い技術や製品の情報を世界に発信していくため
にも，ジェイテクトエンジニアリングジャーナル
が担う役割は大きいと考えています．少しでもそ
のお役に立てるよう，これからも尽力していく次
第です． （山中）

小型化・軽量化と言えば，かつては携帯電話
やパソコンなどがその主役でしたが，いよいよ
自動車部品にもその波が押し寄せて来ています．
自動車部品に要求される性能や強度，安全性に
ついて妥協せずにいかに小さく軽くするかを皆
で考える時にはとても悩む日々ですが，まだま
だ先人の知恵や資産に大いに学ぶところがあり，

チャレンジできる分野や技術もあると思います．
また，小さく軽くすることが最終目的ではなく，
省エネルギーに貢献してお客様に喜んでいただ
くとともに地球環境の改善にも貢献するのです
から，技術者としてやりがいのあるテーマではな
いかと思います． （渡邉）

今回，ジェイテクトエンジニアリングジャーナ
ルの編集に当たり，最も気をつけたことは，“読
む人にとって理解しやすい内容になっているか”
という点です．
私も十数年前に執筆をした経験があり，その時
の状況を思い浮かべてみると私にだけしか判ら
ない表現が多く．上司に多数修正して頂いた記憶
があります．
現在，転がり軸受の市場競争激化の中，生き残
っていくためには，ユーザー目線での製品開発が
必須と思います．今後もユーザーに喜ばれ，愛さ
れる製品を次々に開発し，世の中に貢献していき
たいと思います． （岩田）

編集後記
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